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UMTP 10年の歩み年の歩み年の歩み年の歩み



UMTP設立主旨

「共通モデリング技術の策定」と「統一的なモデリング技術者育「共通モデリング技術の策定」と「統一的なモデリング技術者育「共通モデリング技術の策定」と「統一的なモデリング技術者育「共通モデリング技術の策定」と「統一的なモデリング技術者育
成とその技能認定の仕組の運営」を通じて、わが国産業のグ成とその技能認定の仕組の運営」を通じて、わが国産業のグ成とその技能認定の仕組の運営」を通じて、わが国産業のグ成とその技能認定の仕組の運営」を通じて、わが国産業のグ
ロ－バル化とアジア地域におけるソフトウェアビジネスの有機ロ－バル化とアジア地域におけるソフトウェアビジネスの有機ロ－バル化とアジア地域におけるソフトウェアビジネスの有機ロ－バル化とアジア地域におけるソフトウェアビジネスの有機
的連携確立的連携確立的連携確立的連携確立を目指す。を目指す。を目指す。を目指す。

• 2003200320032003年年年年5555月月月月19191919日：日：日：日：
特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人
「「「「UMLUMLUMLUMLベースモデリング推進協議会（ベースモデリング推進協議会（ベースモデリング推進協議会（ベースモデリング推進協議会（UMTPUMTPUMTPUMTP）」）」）」）」
として発足として発足として発足として発足

• 発足発足発足発足時メンバ数：時メンバ数：時メンバ数：時メンバ数：21212121法人法人法人法人



発足からのメンバへの謝辞

• 上野南海雄 （会長： 当時オージス総研専務）
• 藤原 淳一 （理事： 当時オージス総研常務）
• 浅田 勇 （事務局長）
• 小林 正博 （現事務局長）
• 堀内 一 （元副会長：現顧問）

10年継続主査
• 羽生田 栄一 （豆蔵）
• 藤井 拓 （オージス総研）
• 羽田 昭裕 （日本ユニシス）



主要事業

• 認定事業認定事業認定事業認定事業
モデリング技能認定モデリング技能認定モデリング技能認定モデリング技能認定

• 技術普及事業技術普及事業技術普及事業技術普及事業
モデリング技術の調査・研究・体系化モデリング技術の調査・研究・体系化モデリング技術の調査・研究・体系化モデリング技術の調査・研究・体系化
啓蒙資料開発、啓蒙資料開発、啓蒙資料開発、啓蒙資料開発、

• 国際連携事業国際連携事業国際連携事業国際連携事業
アジア諸国における認定試験のアジア諸国における認定試験のアジア諸国における認定試験のアジア諸国における認定試験の
共有と相互認定共有と相互認定共有と相互認定共有と相互認定

• モデル共有推進事業モデル共有推進事業モデル共有推進事業モデル共有推進事業
ベストプラクティスのモデル化と共有ベストプラクティスのモデル化と共有ベストプラクティスのモデル化と共有ベストプラクティスのモデル化と共有
モデル登録と共有モデル登録と共有モデル登録と共有モデル登録と共有



2003200320032003～～～～2004200420042004年年年年

・・・・ＵＭＴＰ認定試験制度ＵＭＴＰ認定試験制度ＵＭＴＰ認定試験制度ＵＭＴＰ認定試験制度開始開始開始開始

認定試験受験者認定試験受験者認定試験受験者認定試験受験者4,0004,0004,0004,000名名名名突破突破突破突破

・運営組織の整備・運営組織の整備・運営組織の整備・運営組織の整備
・部会設立：・部会設立：・部会設立：・部会設立：

国際連携部会、モデリング技術部会、モデル国際連携部会、モデリング技術部会、モデル国際連携部会、モデリング技術部会、モデル国際連携部会、モデリング技術部会、モデル
共有促進部会共有促進部会共有促進部会共有促進部会 等等等等

・・・・モデリングモデリングモデリングモデリング技術普及の為の各種検討技術普及の為の各種検討技術普及の為の各種検討技術普及の為の各種検討



2006200620062006～～～～2008200820082008年度年度年度年度

・認定試験受験者・認定試験受験者・認定試験受験者・認定試験受験者13,00013,00013,00013,000名名名名突破突破突破突破
・・・・ 「「「「UMTPUMTPUMTPUMTPインターナショナル」設立インターナショナル」設立インターナショナル」設立インターナショナル」設立と海外連携と海外連携と海外連携と海外連携

・日中韓大学・企業・協議会参加による非営利連携事業・日中韓大学・企業・協議会参加による非営利連携事業・日中韓大学・企業・協議会参加による非営利連携事業・日中韓大学・企業・協議会参加による非営利連携事業
情報共有基盤の確立情報共有基盤の確立情報共有基盤の確立情報共有基盤の確立

・行政、中国ソフトウェア協会、・行政、中国ソフトウェア協会、・行政、中国ソフトウェア協会、・行政、中国ソフトウェア協会、
主要ソフトウェア会社との連携主要ソフトウェア会社との連携主要ソフトウェア会社との連携主要ソフトウェア会社との連携

・認定試験制度の充実とモデリング技術普及・認定試験制度の充実とモデリング技術普及・認定試験制度の充実とモデリング技術普及・認定試験制度の充実とモデリング技術普及
・・・・Ｌ３認定試験開始Ｌ３認定試験開始Ｌ３認定試験開始Ｌ３認定試験開始
・・・・UMLUMLUMLUMLモデリング活用事例集モデリング活用事例集モデリング活用事例集モデリング活用事例集「「「「UMLUMLUMLUML ModelingModelingModelingModeling CaseCaseCaseCase

StudyStudyStudyStudy bookbookbookbook」出版」出版」出版」出版
・ガイドライン、用語集の公開と技術情報発信・ガイドライン、用語集の公開と技術情報発信・ガイドライン、用語集の公開と技術情報発信・ガイドライン、用語集の公開と技術情報発信

・・・・オフショア開発向けオフショア開発向けオフショア開発向けオフショア開発向けUMLUMLUMLUML適用ガイドライン適用ガイドライン適用ガイドライン適用ガイドラインの作成、及びの作成、及びの作成、及びの作成、及び
バージョンアップバージョンアップバージョンアップバージョンアップ

・・・・UML2.0UML2.0UML2.0UML2.0用語集用語集用語集用語集取りまとめ取りまとめ取りまとめ取りまとめ



2009200920092009～～～～2010201020102010年度年度年度年度

・認定試験受験者・認定試験受験者・認定試験受験者・認定試験受験者20,00020,00020,00020,000名名名名突破突破突破突破
・中国での本格展開・中国での本格展開・中国での本格展開・中国での本格展開

・・・・UMLUMLUMLUMLモデリングコンテスト開催（２７万票の投票）モデリングコンテスト開催（２７万票の投票）モデリングコンテスト開催（２７万票の投票）モデリングコンテスト開催（２７万票の投票）
・中国語・中国語・中国語・中国語UMLUMLUMLUML標準用語集作成標準用語集作成標準用語集作成標準用語集作成
・中国語・中国語・中国語・中国語L2L2L2L2試験開始試験開始試験開始試験開始

・部会、分科会増設とモデリング活用推進・部会、分科会増設とモデリング活用推進・部会、分科会増設とモデリング活用推進・部会、分科会増設とモデリング活用推進
・・・・組込モデリング、組込モデリング、組込モデリング、組込モデリング、IFRSIFRSIFRSIFRS、、、、サプライチェーン等へのモデサプライチェーン等へのモデサプライチェーン等へのモデサプライチェーン等へのモデ

リング適用検討リング適用検討リング適用検討リング適用検討
・モデルベース・アーキテクト育成の為のガイド作成・モデルベース・アーキテクト育成の為のガイド作成・モデルベース・アーキテクト育成の為のガイド作成・モデルベース・アーキテクト育成の為のガイド作成

・認定取得者サービスの充実・認定取得者サービスの充実・認定取得者サービスの充実・認定取得者サービスの充実
・・・・「Ｌ３合格者の集い」開催スタート「Ｌ３合格者の集い」開催スタート「Ｌ３合格者の集い」開催スタート「Ｌ３合格者の集い」開催スタート
・・・・ModelingFormModelingFormModelingFormModelingForm、、、、モデリング技術セミナー、モデリング技術セミナー、モデリング技術セミナー、モデリング技術セミナー、

試験対策セミナー、ワークショップ等開催試験対策セミナー、ワークショップ等開催試験対策セミナー、ワークショップ等開催試験対策セミナー、ワークショップ等開催



2011201120112011～～～～2013201320132013年度年度年度年度

・認定試験受験者・認定試験受験者・認定試験受験者・認定試験受験者30,00030,00030,00030,000名名名名突破突破突破突破

・「・「・「・「モデ脳モデ脳モデ脳モデ脳（モデリング能力）」検討（モデリング能力）」検討（モデリング能力）」検討（モデリング能力）」検討

・認定試験制度の充実と認定取得者サービスの継続・認定試験制度の充実と認定取得者サービスの継続・認定試験制度の充実と認定取得者サービスの継続・認定試験制度の充実と認定取得者サービスの継続
・・・・Ｌ４認定試験開始Ｌ４認定試験開始Ｌ４認定試験開始Ｌ４認定試験開始
・・・・Ｌ０試験の開始（無料、インタネットによる受験）Ｌ０試験の開始（無料、インタネットによる受験）Ｌ０試験の開始（無料、インタネットによる受験）Ｌ０試験の開始（無料、インタネットによる受験）
・モデリング技術、オフショア開発、アジャイル開発事例・モデリング技術、オフショア開発、アジャイル開発事例・モデリング技術、オフショア開発、アジャイル開発事例・モデリング技術、オフショア開発、アジャイル開発事例

セミナーの継続開催セミナーの継続開催セミナーの継続開催セミナーの継続開催
・試験対策セミナーの開催・試験対策セミナーの開催・試験対策セミナーの開催・試験対策セミナーの開催

・モデリングに関する資料の公開と情報発信・モデリングに関する資料の公開と情報発信・モデリングに関する資料の公開と情報発信・モデリングに関する資料の公開と情報発信
・・・・モデルベース・アーキテクト定義書モデルベース・アーキテクト定義書モデルベース・アーキテクト定義書モデルベース・アーキテクト定義書
・組込向けモデルカタログ・組込向けモデルカタログ・組込向けモデルカタログ・組込向けモデルカタログ



組織 （H25年度）



認定試験 受験者数推移
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UMTP認定試験受験者数

2003年年年年12月より認定試験の配信を月より認定試験の配信を月より認定試験の配信を月より認定試験の配信を開始開始開始開始
累積受験者 3万1千名 突破



認定試験

Ｌ１認定試験Ｌ１認定試験Ｌ１認定試験Ｌ１認定試験

Ｌ２認定試験Ｌ２認定試験Ｌ２認定試験Ｌ２認定試験

Ｌ３認定試験Ｌ３認定試験Ｌ３認定試験Ｌ３認定試験

Ｌ４認定試験Ｌ４認定試験Ｌ４認定試験Ｌ４認定試験

ＬＬＬＬ0試験試験試験試験

無料無料無料無料配信試験配信試験配信試験配信試験

・Ｌ３・Ｌ４認定者の集い
・部会活動
・事例セミナー、ワークショップ

・Ｌ２試検対策セミナー
・部会活動
・事例セミナー、ワークショップ

・Ｌ２試検対策セミナー
・部会活動
・事例セミナー、ワークショップ

主なセミナー等
試験制度



10周年記念のテーマ

オープンデータとモデリング



オープンデータとは

• 自由に使えて再利用もできるデータ
• 誰でも再配布できるデータ

• 「作者のクレジットを残す」あるいは「同じ条件で
配布する」: 

Open Data Handbook

• 英国、POI（Power Of Information, 200１）議論

• EU-PSI指令（Public Sector Information,2003）

• EU-デジタル・アジェンダ（2010）

• 米国 Data.Gov（2009）とその連携（40か国）



EUデジタルアジェンダ
グラナダ宣言（2010）

• デジタル単一市場の創出

• 域内共通のICT標準の設置と相互運用性の改善

• インターネットの信頼性と安全の向上

• 高速・超高速インターネット接続の拡大

• 最先端研究や技術開発への投資拡大

• 市民のデジタルリテラシーや社会的受入れの促
進

• 気候変動や高齢化などの社会問題に対するICT
の運用



EU ISAプロジェクト
Interoperability Solution  fro European Public Administration



米国のData.gov(2010.05～)
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• 税金の「使途」監視税金の「使途」監視税金の「使途」監視税金の「使途」監視
（ホワイトハウス（ホワイトハウス（ホワイトハウス（ホワイトハウスOMBの監の監の監の監視）視）視）視）

USASpending.gov

•「「「「景気回復予算（景気回復予算（景気回復予算（景気回復予算（ARRA）の）の）の）の
使途」監視使途」監視使途」監視使途」監視

Recovery.gov

•「「「「金額以外の公共データ」金額以外の公共データ」金額以外の公共データ」金額以外の公共データ」
Data.gov

オバマ政権のオープンガバメン宣言オバマ政権のオープンガバメン宣言オバマ政権のオープンガバメン宣言オバマ政権のオープンガバメン宣言
• 透明性
• 協調性
• 参画性



Data.gov

• 2009年5月に稼働開始

• 予算執行状況に限らず、公的データを集約せず、
「生データ」として公開する。

• V.クンドラは、「2009年末までに、行政データセッ
ト500、地理データセット1,000、を目標とする」と
宣言。� 現在40万データセット

• 2009年12月、「オープンガバメント指令」によって、
各省庁にデータの供出を指令

http://www.whitehouse.gov/omb/assets/memoranda_2010/m10-06.pdf
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Data.govの参照例



世界40か国以上で



プラットフォームの共有



国内 Open DATA METI

• http://datameti.go.jp/data/



Big Dataと相互運用性

Big Data

ビジネスビジネスビジネスビジネス
トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション

PC

スマホ
携帯

各種各種各種各種
センサーセンサーセンサーセンサー

ビジネスビジネスビジネスビジネス
インテリジェンスインテリジェンスインテリジェンスインテリジェンス

動的動的動的動的
情報集約情報集約情報集約情報集約



相互運用性（Interoperability）の変遷

ハードウェア接続ハードウェア接続ハードウェア接続ハードウェア接続

システム間通信システム間通信システム間通信システム間通信

ソフトウェア相互接続（再利用）ソフトウェア相互接続（再利用）ソフトウェア相互接続（再利用）ソフトウェア相互接続（再利用）

情報セマンチック共有情報セマンチック共有情報セマンチック共有情報セマンチック共有

Webサービス共有サービス共有サービス共有サービス共有

1970 19８0 1990 2000 2010



情報モデリング技術の課題

• 共通情報要素によるモデリング

共通情報要素共通情報要素共通情報要素共通情報要素 共通概念記述共通概念記述共通概念記述共通概念記述

オントロジーオントロジーオントロジーオントロジー共通メタデータ共通メタデータ共通メタデータ共通メタデータ

メッセージ

情報モデル

ドメインドメインドメインドメイン
A

ドメインドメインドメインドメイン
B



米国政府標準情報交換スキーマ
NIEM（National Information Exchange 

model）



NIEMのコア情報要素

基本データタイプ基本データタイプ基本データタイプ基本データタイプ
（（（（Basic Data Type））））

拡張データタイプ拡張データタイプ拡張データタイプ拡張データタイプ
（（（（Advanced Data  Type））））

� 「人型」「人型」「人型」「人型」PersonType

� 「活動型」「活動型」「活動型」「活動型」ActivityType

� 「組織型」「組織型」「組織型」「組織型」OrganizationType

� 「場所型」「場所型」「場所型」「場所型」LocationType

� 「アイテム型」「アイテム型」「アイテム型」「アイテム型」ItemType

� 「文書型」「文書型」「文書型」「文書型」DocumentType

� 「識別子型」「識別子型」「識別子型」「識別子型」IdentificationType

� 「バイナリ型」「バイナリ型」「バイナリ型」「バイナリ型」BinaryType

� 「日付型」「日付型」「日付型」「日付型」DateType

� 「テキスト型」「テキスト型」「テキスト型」「テキスト型」TextType

� 「期間型」「期間型」「期間型」「期間型」DateRangeType

� 「「「「ID属性」属性」属性」属性」"id" Attribute

� 「参照属性」「参照属性」「参照属性」「参照属性」"ref" Attribute

� 「参照型」ReferenceType

� 「追補型」AugmentationType

� 「関連型」AssocationType

� 「メタデータ型」MetadataType



コア要素継承による情報表現



NIEMコア要素による実体定義（例）



EUのADMS「Core Public Service」
概念モデル



ISO/IEC 19763 規格群
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Model Sharing through

the Registration

System 

Interoperation

Semantic 

Interoperation

Registry

Interoperation

High level  Information Sharing



order

prod

Cust

Model to be registered

Metamodel for 

registering model

MI(1)

MFI Registry
Registered_Item

Model Information: MI(1)

Model representation 

Following MFI metamodel

Order:    

Cust:    

Identification

Naming

Registration 

Authority

Model repository

specify

モデル共有のための登録

ISO/IEC19763 Metamodel 

Framework for Interoperability：
Part-1 ～Part13
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